
 

 

AWA1921 Lactiplantibacillus pentosus

AWA1954 Lactiplantibacillus pentosus

AWA2024 Lactiplantibacillus pentosus

AWA2033 Lactiplantibacillus pentosus

AWA1896 Loigolactobacillus coryniformis 

AWA2053 Loigolactobacillus coryniformis 

AWA2015 Loigolactobacillus coryniformis 

AWA1875 Secundilactobacillus collinoides

AWA1925 Secundilactobacillus collinoides

AWA2018 Secundilactobacillus collinoides

AWA1853 Limosilactobacillus fermentum

AWA1986 Leuconostoc mesenteroides

AWA19103 Lactiplantibacillus mudanjiangensis

NBRC 3541 Latilactobacillus sakei

NBRC 102481 Leuconostoc mesenteroides 

菌株No. 属種

乳酸菌数 選抜
(logCFU/g)

AWA1921 7.83 2.6 ※
AWA1954 5.83 3.2
AWA2024 4.74 N.D.
AWA2033 8.87 N.D. ※
AWA1896 8.28 N.D. ※
AWA2053 7.85 4.4
AWA2015 5.43 5.0
AWA1875 6.49 N.D. ※
AWA1925 7.54 N.D. ※
AWA2018 8.15 N.D. ※
AWA1853 3.62 N.D.
AWA1986 6.00 2.7 ※
AWA19103 7.99 N.D. ※
NBRC 3541 6.76 N.D.

NBRC 102481 4.03 3.0
N.D.:検出限界(2.0 log CFU/g未満)

菌株No.
酸度
（ｍL)

地域資源由来微生物を用いた清酒醸造技術の開発 

 
 

１．目的 
これまでの研究で，徳島県の地域資源である阿

波晩茶から乳酸菌を分離し，食品製造に利用する

取り組みを進めている．清酒醸造のスターターで

ある酒母の製造では，醸造用乳酸を使用すること

で，雑菌の増殖を抑え清酒酵母を純粋培養する速

醸系酒母が一般的であるが，伝統的な醸造手法で

ある生酛系酒母では，醸造用乳酸を使用せず，乳

酸菌の生育を誘導することで，乳酸菌が生産する

乳酸により雑菌の増殖を抑え，清酒酵母の純粋培

養を行う．近年，徳島県内の清酒製造企業でも，

製品の一部に生酛系酒母を使用する事例が増えて

いることから，阿波晩茶由来乳酸菌から生酛系酒

母を安定的に製造可能な優良乳酸菌の選抜を試み

た． 
 

２．方法 
２－１．供試菌株 

平成30年度～令和2年度に阿波晩茶から分離した

乳酸菌90株を用いた．対照として生酛系酒母の使用

実績が報告されているLatilactobacillus sakei NBRC 
3541，Leuconostoc mesenteroides NBRC 102481を用い

た． 
２－２．アルコール感受性試験  

エタノール12％(v/v)を添加したMRS培地にMRS培
地で培養した各菌株の前培養液を接種し，30℃で3日
間培養後，生育の有無を確認した． 
２－３．酒母小仕込み試験 

α 化米(徳島製麹 AA-60)14ｇ，乾燥麹（徳島製麹

GK-60）6ｇ，汲水 30mL の配合で酒母小仕込み試験

を行った．MRS 培地で培養した各菌株の培養液を

1mL 接種後，酒母品温を 15℃に保った．7 日目に酸

度を測定し，10 日目に YM 培地で培養した LED 夢

酵母 4206 株を 1mL 摂取し， 30 日目に乳酸菌数を

測定した． 
 

３．結果 
阿波晩茶分離乳酸菌90株のうちエタノール12% 

(v/v)を添加したMRS培地で生育が確認できなかった

13株とNBRC株2株をアルコール感受性株として選

抜した（表1）．これらの株を用いて酒母小仕込み

試験を行った結果，表2の※で示した仕込み7日目

の酸度が6.00以上，仕込み30日目の乳酸菌数が

3.0log CFU/g以下の8株を優良乳酸菌として選抜し

た． 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

食品・応用生物担当 岡久 修己 

表 2．酒母小仕込み試験 

表 1．アルコール感受性試験選抜株 
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